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市の文化財を守る会 理事長 宇野 II真③
初代門司駅舎遺構保存要望書

拝啓 時下ますます御清祥のこととお慶び申 し上げます。

私 どもは九州 に活動拠点を置 き、 ともに歴 史文化 を守 ることを大切 に考 える研究組織です

が、先 日の現地説明会や各種報道などにより採 り上げられた、北九州市門司区の JR門 司港駅

の近接地で発掘 された初代門司駅舎遺構、 とりわけ機関車庫 と推定 され る基礎部 を含めた物

流関係遺構 について是非 とも保存 して頂 きた く、 ここに要望書を提出いた します。

御承知の通 り、九州 における鉄道の開設は 民間企業である九州鉄道会社が、福岡県最北端

の門司駅か ら熊本県の八代駅 までの区間の建設 を計画 したことに始 ま り、その中でも門司駅

合は第一工区として整備の上、明治 24(1891)年 4月 1日 に開業致 しました。同月 23日 に

は会社本社が博多か ら門司地域 に移転 し、 この時に建設 された建物は国登録有形文化財 とな

り、現在九州鉄道記念館 として保存の上、観光に大いに活用 されています。今回出現 した機関

車庫遺構をはじめとす る諸施設は、初代門司駅合の機能を担 うとともに、物流の拠点 として発

展 した門司の始ま りを示す遺構 として非常に重要な意味を持ち、近代 日本の発展 を伝える、九

州最高級の記念碑的遺構であると確信 します。

同様の遺構 として民間所有の遺構である新橋停車場跡及び高輪築堤跡が国の史跡 に指定 さ

れ、まちづ くりと両立 しながら整備 され る予定であることは既 にご承知の通 りか と存 じます。

この遺構 を合めた北九州近代化の生き証人が、「門司港地域複合公共施設整備事業」におけ

る建設に伴 って喪われて しまうことを私 どもは懸念 してお ります。

日々の営みの中で開発行為が行われ ることは必要なことではあ りますが、殊 に門司地域 は

平成 20(2008)年 に策定 された「門司港 レ トロ観光まちづ くリプラン」に基づいて「新たな

観光拠点の整備等に取 り組み、滞在型の観光地づ くりを進めてい く」ことを柱に据 えている地

域であ ります。今回発見された遺構 を観光地整備の一部に加 えることによって、持続可能型の

まちづ くりを醸成す るきっかけにもなるか と存 じます。

歴史的、文化的、社会的に極めて意義のある当遺構群がこれ以上毀損 され ることな く、貴市

の貴重な遺産 として可能な限 り保存 し、まちづ くり整備 と観光 との両立 を図る方策 を採 って

頂 きた く、緊急に要望いたします。同時に、これ ら遺構群の十全なる調査が行われ、その記録

が市民に公表 されます よう、併せて要望いた します。
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